
スピリチュアリズム・ニューズレター

発行／スピリチュアリズム・サークル  心の道場　発行人／小池里予　〒���-����　愛知県豊橋市大岩町字北山468-1　ＴＥＬ ����-��-����　ＦＡＸ ����-��-����

ホームページアドレス　http://www5a.biglobe.ne.jp/~spk/

1

スピリチュアリズムにおける瞑想・祈り
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（ 第 ４ 号 ）

新 年 号

祈りとは魂の波長を最高度に高めんとする真摯な願いです

瞑想・祈りはどうして必要か

　霊的真理を実践して魂を成長させることが、地上

生活の目的でした。そのためには、これまで何度も

述べてきましたように、霊主肉従の努力（霊優位の

生き方）、苦しみの克服、積極的な利他愛の実践が

必要でした。それらについては、すでにニューズレ

ター１号～３号で説明してきました。そして四つ目

の実践項目が「瞑想・祈り」です。私達が霊的人生

を歩むに際し、瞑想・祈りを欠かすことはできませ

ん。

　瞑想・祈りの重要性を主張しない高級霊はいませ

ん。シルバーバーチにしても、インペレーターにし

ても、聖ルイ（『霊の書』の通信霊）にしても、一

日のうちわずかでもよいから祈りの時をもつように

繰り返し述べています。またマイヤースも、『個人

的存在の彼方』の中で同様のことを述べています。

このように高級霊達が口を揃えて祈りの必要性を強

調するのは、私達地上人が考える以上に祈りが重要

だからです。なぜ霊界から見ると、祈りはそれほど

までに大切なのでしょうか？　地上にいてなす正し

い祈りとは、どのようなものなのでしょうか？

　地上の多くの宗教も瞑想や祈りを実践しています

が、高級霊は、そうした彼らの祈りはあまりにも霊

的に無知であるために、ほとんど意味をなしていな

いと述べています。また最近では、ニューエイジや

新新宗教において特殊な瞑想法や祈りが行われ、そ

れが修行の一つと位置付けされています。日本の宗

教史上には、阿弥陀信仰のように、ひたすら称名す

ることを信仰の中心としたものもあります。

　スピリチュアリズムにおける瞑想・祈りの意義と

は、私達の「心霊のレベルをより神に近づける」と

いうことです。日常、肉体の中に閉じ込められ、薄

らいでしまった霊的意識をもう一度取り戻し、神と

霊界の人々とのつながりを緊密にし直し、霊的エネ

ルギーを充電することです。それによって自らを霊

主肉従の状態にし、霊的存在としての基本ラインに

立たしめることです。さらには宇宙の最も深い聖域

に参入し、神との直接的な触れ合いをする最高次元

の霊的体験をするひとときなのです。このように祈

りは、真実な意味で大変な霊的活動なのです。

真の祈りとは、魂が生気を取り戻し、力を増

幅するための手段、言い変えれば、より多く

のインスピレーションと霊的エネルギーを摂

取するための手段であると言えます。それに

よって神の意志との調和が深められるべきも

のです。

　　　　　　　　　　　　（シルバーバーチ 3・226）
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瞑想・祈りのレベルの進展̶

　「日常意識」から「深い祈りの世界」へ

　私達の霊的意識は、その人の霊主肉従（霊＞肉）

の状態によって決定されます。霊的な力が 50 で肉

的力が 10 の人と、霊的力が 30 で肉的力が 20 の人

では、同じ霊主肉従といっても霊的意識の強さは大

きく異なります。もちろん同じ一人の人間でも、一

日のうちでその状態は絶えず変化しています。心の

調子がよいと感じられる時、どんよりして重苦しい

時など、いろいろな心霊レベルの間を揺れ動きます。

その都度、霊と肉のバランスが違っています。

　霊的エネルギーが十分あれば、心が軽く明るくなり

ます。そういう状態の時は、容易に深い瞑想状態・祈

りの中に入って行けます。この世のすべてのものが小

さく見えるし、愛の思いが自然に湧き上がり、その愛

の思いだけで周りの人々を見ることができるようにな

ります。しかし日常生活において、そうした思いをも

ち続けることはなかなか難しいことです。いつの間に

か、自己中心的な意識にとらわれ、物質的・本能的な

思いに心が占められてしまいます。すぐに肉主霊従（霊

＜肉）の状態に下がってしまうのが、地上で肉体に包

まれている私達の実情なのです。

　このような肉主霊従の状態から（霊主肉従であっ

ても霊的力が弱い状態から）、強力に霊的意識を高

め引き上げていくのが、瞑想・祈りの目的なのです。

これが霊的意識を取り戻す、霊的に引き上げるとい

うことの意味です。高い霊的心境を保つためには、

このようにエントロピーの法則に逆らって、低い所

から高い所へ、バケツで水をくみ上げるような霊的

努力が必要なのです。

　さて瞑想・祈りによって私達の霊的意識レベルを

引き上げるについては、それなりの段階を踏む必要

があります。一気に高いレベルにまで至ることは難

しいのです（そうなれば一番よいのですが。また将

来はそれを目指すべきですが）。そのため、瞑想・

祈りを通じて霊的意識レベルを徐々に引き上げてい

く、ということになります。その段階は大きく三つ

のステップに分けられます。

　次に、それぞれの段階について見てみましょう。

① 瞑想・祈りに入る準備段階

　一人で祈りをする時には、誰もいない、自分一人

だけの場所と時間をつくることが必要です。祈りや

すい場所と祈りにくい場所があり、祈りやすい時間

帯とそうでない時間帯があります。いつがよいの

か、どこがよいのかは自分の感覚で決めなければな

りません。一般には多くの人々が集まる場所は、霊

気が汚れ霊通しにくいと言えます。そのため時には

日常生活を離れ、海や山などに行ってするのもよい

でしょう。また早朝や深夜にするのもよいでしょう。

しかしできることならば、いつどこでも深い霊的世

界に入って行けるようになるのが望ましいのです。

忙しい日常生活の中にあっても、自分の今いるすぐ

近くに、直ちに聖別された時空をつくることができ

るようにしたいものです。

　また複数の人達と祈りをする時には、前もって集

まる時間と場所を決めておくことが必要です。地上

人の決意に応じて、霊界の人々がその時間と場所に

対する準備をしてくれるからです。これは交霊会を

開くにおいて、あらかじめ時間と場所と参加メン

バーを決めておくことと同じです。霊界の援助と導

きを得やすくするためです。
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瞑想・祈りの三段階

② 霊的意識レベルを引き上げる段階

① 瞑想・祈りに入る準備段階
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　誰もが日常生活の忙しさから身を引いて、一人静

かに目を閉じれば、少しずつ霊的感覚が戻ってきま

す。どんな唯物論者でも、暗闇の中にただ一人数時

間おかれるだけで、日常では味わうことのない感覚

を体験するようになります。一人になって目を閉じ

れば、自然と日常意識が拭われ、別の感覚世界に入っ

て行くようになります。

　それを利用したのが内観法です。何もせず、ただ

小さなスペースの中でふすまに対して座っているだ

けです。一日二日とするうちに日常意識が薄らぎ、

自然と内省的な考え方ができるようになります。ま

た宇宙飛行士が大気圏外で数日間過ごすと、内面世

界の変化が起こってきます。神の存在を身近に実感

するといった、これまで味わったことのなかった体

験をすることが報告されています。また罪を犯し牢

獄生活を送る受刑者の多くが、外の世界との交流を

遮断される生活の中で、自然に内省的になって行く

こともよく知られています。牢獄の外で自由に生活

している私達よりも、気高い心境に至っていること

も珍しくありません。

　このように世俗の刺激を断つと霊性が自然に高ま

る効果が確認されていたため、昔から人里離れた山

奥で修行が行われてきたのです。

　もし皆さんの中で、霊的感覚や霊主肉従の状態を

実感したいと思う方がいらっしゃるなら、夜誰もい

ない自然の中で数時間過ごしてみることです。はっ

きりと霊的な感覚を実感されることでしょう。思っ

てもみなかった世界の体験に驚かれるはずです。

まず“静寂の時”をもつように心がけてくだ

さい。日常生活の喧噪から離れた状態へ身を

引くのです。　　　　（シルバーバーチ 11・56）　

　　

ほんのわずかな時間でもよろしい。時には日

常的な意識の流れを止めて、まわりに溢れる

霊の力に思いを寄せ、その影響力、そのエネ

ルギー、永遠なる大霊の広大な顕現、その抱

擁、その温もり、その保護を意識いたしましょ

う。　　　　　　　　（シルバーバーチ 7・21）

② 霊的意識レベルを引き上げる段階

　目を閉じた瞬間に、目の前に神がいて、霊界があ

ることを実感できるような立体的感覚が迫ってくる

時、または無限の宇宙の中で神と自分だけが対して

いるような世界を感じた時は、そのまま深い祈りに

入って行くことができます。神との直接的な触れ合

い、高級霊との交わりによって、強烈ですがすがし

い感動と感激がその瞬間に湧き上がってくるでしょ

う。

　最終的には誰もがこのように、目を閉じるだけで

直ちに眼前に霊的世界を感じ取れるようになること

がふさわしいのです。そうなれば、どんな環境や忙

しい状態にあっても、すぐに霊的意識レベルを引き

上げることができるのです。あっという間に霊的感

覚を取り戻すことができるのです。心霊治療に入る

前の準備とは、こうした霊的意識レベルにまで自分

を高めておくことです。このレベルに至ってはじめ

て、高級霊の道具としてのヒーラーの仕事ができる

ようになるのです。

　とはいっても、現実にはなかなかそういうわけに

はいきません。目を閉じれば日常生活の出来事や仕

事の内容が思い浮かんできたり、先ほどよりもいっ

そう頭が混乱し、意識が集中できなくなるようなこ

ともあります。霊的感覚が広がってくるどころか、

妄想だけが頭を駆け巡るかもしれません。これで

は、とても祈りに専念できるような状態ではありま

せん。こんな時は無理に祈りをしても、心のこもら

ない口先だけの祈り、形だけの祈りしかできず、無

駄に時間だけが過ぎて行ってしまいます。大脳生理

学的に言えば、日常生活で酷使されてきた左脳が緊

張したままで、右脳を働かせられない状態というこ

とになるのかもしれません。左脳だけが活発に活動

したままで、肝心な右脳に切り替えることができな

いということでしょうか。

　いずれにしてもそうした時は、無理をして祈りを

しない方がよいのです。偽りの祈りしかできないな

らば、結果的に神と自分自身をあざむくことになっ

てしまいます。神に対して最高の誠意をもって臨め

ないと判断した時は、それ以上進んではなりません。
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一番の聖域を汚してはならないからです。心がとも

ない、誠意をもって臨める時だけ、神の前に出て行

くべきです。祈りは、最も崇高な神との交わりの手

段にしておかねばなりません。神が目の前にいて自

分と対してくださっているという感覚がもてないう

ちは、無理に進まない方がよいのです。自分の心が、

まだ神の前に出て行く状況でない時は、心のレベル

を引き上げ整えることが先決です。まず霊的意識レ

ベルを上げて、神の前に出て行く準備をすべきです。

祈る気になれないのを無理して祈っても、そ

れは意味のない言葉の羅列にすぎないものを

機械的に反復するだけですから、むしろ祈ら

ない方がいいのです。

　　　　　　　　　　　　　　（シルバーバーチ 12・125）

　そのためには色々な方法がありますが、要は霊的

エネルギーを蓄えるということです。霊的エネル

ギーが蓄えられると、日常意識・物質意識が小さく

なります。そして霊的な考え方が自然にできるよう

になります。この世の出来事がどちらでもよいもの

に感じられ、自分は霊的存在であり、今、物質世界

という仮の世界に住んでいるという実感が湧いてき

ます。そういう心境に至るまでがんばらなければな

りません。これが、「日常意識（本能的・物質的意識）

から霊的意識にレベルアップする」ということです。

　従来の宗教はこのために、さまざまな方法を考案

してきました。呼吸法、瞑想法、音楽、断食、水行

などです。それらには実際に霊的意識レベルを引き

上げる効力があります。

　さてそうした方法の中で、最も効果的な心霊レベ

ルアップの方法は何かということになります。結論

を言うと、「霊的真理（高級霊の教訓）を集中して

読むこと」が最も効果的な方法であるということで

す。徹底して純粋な霊訓・霊界通信を読むことによっ

て、短時間に高い霊的意識レベルにまで心を高める

ことができます。もちろん他の方法を組み合わせれ

ば、もっと効果を上げることができるでしょう。

　霊的真理を読むということには絶大な威力がある

のです。霊的真理の内容が心に染み渡り始めると、

急激に自分の視野と感情が“霊中心”になって行く

ことに気がつかれるでしょう。このように私達の心

の中で、奇跡的変化が生じるのです。全く別の世界

にスリップするのです。目を閉じれば、霊界を眼前

に実感し、神が目の前にいらっしゃることが感じら

れるようになります。その後は、神に失礼のないよ

うに正しく語りかけることが始まります。

③ 直接、神と触れ合う祈りの段階

　祈りとは、神に向かっての率直な語りかけです。

直接的な触れ合いを求めることです。私達の祈りは、

ストレートに神に届くのです。祈りの方法は、人間

に語るのと同じようにすればよいのです。一人の相

手に向かって話しかけるのと同じことです。

　ところで神も守護霊も、祈る私達の心の内をすべ

てご存じです。私達一人一人の魂の成長にとって必

要なものや、地上での最低の生活必需品についても

ご存じです。さらには私達の因縁や、今後の人生に

ついてもご存じです。そうした相手に向かって、一

体何を祈ったらよいのでしょうか。自分のすべてを

知っている相手に、わざわざ語りかける必要がある

のかということです。

　しかし、それでも祈りは必要なのです。それは祈

りを通じて、さらに神との霊的触れ合い・霊的絆が

深まるからです。これによっていっそうの喜びが得

られ、現実的に心が豊かになるからです。

　神に語りかけるに際し、言ってよいことと悪いこ

とがあるのは当然です。この世の多くの人々がする

ような、自分の利己的な願い事・物質的な願い事を

してはなりません。ご利益信仰的な利己的な要求を、

霊界の人々がまともに受け取るはずがありません。

低級霊のからかい・いたずらの対象となるだけです。

魂の成長とは無関係なこと、因果律を無視したよう

な祈りは、その人にとってマイナスになるだけでな

く、何よりも神に失礼に当たるのです。何を祈った

らよいのかは、霊的真理を正しく理解した上で、は

じめて明らかにされます。
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　次に霊的真理に照らして、正しい祈りの内容を述

べることにします。　

　こうした純粋で霊的真理にそった祈りなら、神・

霊界の人々は確実に聞き届けてくださるでしょう。

「人の役に立ちたい、道具として使ってほしい」と

いう願いが、道具となる人材の現れるのを待ち望む

霊界の人々を引き付けないはずがありません。必ず

導き・援助が与えられるようになるはずです。

いかなる祈りをするにせよ、私達が第一に考

慮するのはその動機なのです。動機さえ真摯

であれば、つまりその要求が人のために役立

つことであり、理想に燃え、自分への利益を

忘れた無私の行為であれば、けっして無視さ

れることはありません。

　　　　　　　　　　　　　（シルバーバーチ 6・56）

　祈りに際しては、声を出すべきか、出さなくとも

よいのかという問題がありますが、シルバーバーチ

は、地上人にとっては、声を出して祈ることで自分

の考えが明確になるから声を出す方がよいと言って

います。とはいっても、それでなければならないと

言っているわけではありません。確かに声を出すと、

祈ってよいことと悪いことの区別をしなければなら

なくなり、おのずと自分の姿勢もしっかりして、真

理に合った祈りをせざるを得なくなります。そうし

た心構えをつくるだけで、自分の思いの中にあった

不純さが払拭されるようになります。一方、声を出

すと深い世界での祈りがしにくくなるというマイナ

スもあります。

　もし意識が集中できない時には、声を出して、祈

りの言葉を心をこめて何十回、何百回と繰り返すの

もよいことです。

　神への祈りが進むうちに、やがて広大な宇宙の中

に神と自分一人だけがいて、別の世界に吸い込まれ

るような体験をするようになるかも知れません。そ

うなると、もはや語りかける言葉も必要なくなりま

す。すべてが通じ、自分の体が無くなっているよう

に感じます。深い深い静寂の奥に吸い込まれ、静か

で澄み切った無限の世界が広がり、手を伸ばせば、

神に届くかのような世界に入って行きます。

　そうするうちに時として、さらに急激に世界が変

化することがあります。自分が突然、宇宙と一つと

なり神と一つとなるような衝撃的な感覚、自分が宇

宙大になったような感覚に包まれます。堰を切った

ように感動が湧き起こり、体の一つ一つの細胞すべ

てが酔いしれるようなエクスタシーの状態に入って

行きます。こうした最高の体験、一瞬ではあるが最

も深い霊的体験をするようになります。地上にいて

味わう最高の世界、昔から言われてきた三昧の世界、

ニルバーナと譬えられてきた世界へ参入することに

なります。この至福感・喜びは、地上のどんな喜び

も比較になりません。まさに人間が体験する極限の

心地よさなのです。それは私達が死後、霊だけの存

在になった時、直接神の愛に酔いしれる感触・体験

なのです。そうした喜びの極致を、地上にいながら

にして味わう最も幸せな瞬間なのです。それは地上

の時間では瞬時の体験ですが、あまりにも強烈で刺

激的なため、一度体験すると、もはや忘れられなく

なります。
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・真理にそって、もっと自分の心を成長させたい。
　その道を示し導いてほしい。

・魂の成長のための苦しみに耐える力を与えて
　ほしい。

・自分の醜い心をなくし、弱い心を強くしてほ
　しい。
　
・自分の心にもっと深く人を愛せるような、広
　くて純粋な愛をやどらせてほしい。

・まわりの人々が一刻も早く時期がきて、霊的
　真理を受け入れられるようになってほしい。

・時期のきた人と出会わせてほしい。

・自分をもっと人々のために働かせてほしい。
　霊界の道具として役立ててほしい。



天と地が融合した極限の瞬間̶あっという

間の一瞬でありながら、すべての障壁が取り

除かれた時、人間は自分本来の霊性を自覚し

ます。すべての束縛を押し破り、霊の本来の

感覚であるところの法悦（エクスタシー）の

状態に達するのです。　　

　　　　　　　　　　（シルバーバーチ 2・195）

やがて最初の静けさを実感する。何やら宙空

を滑るような、あるいは深い淵へ沈み行くよ

うな、そして感覚的なものから解き放たれる

ような感じがする。そして次の瞬間、エクス

タシーを体験する。　　　　　　　　　　

　　　　　　（マイヤース個人的存在の彼方・194）

＊祈りとは、まさに神との直接対話であり、私達の祈る

対象はどこまでも神でなければなりません。しかし現実

には、その祈りは霊界にいる背後霊や他のスピリットに

よって受け取られ、神の代行者であるそれらの霊達を通

じて聞き届けられることになります。神の子供である私

達の祈る姿勢は、直接、神に臨むべきですが、実際には、

背後の霊達がその祈りを受け取り、摂理に適ったかたち

で答えてくれるのです。

　ところが、そうした神の代身者の立場にある霊的存在

を無視して、神に直接対すべきだと主張する人達がいま

す（ヨーガの一派など）。しかし、これは霊的事実につい

ての無知から生じた、単なる観念的な考え方にすぎませ

ん。

ヨーガの魂の生理学について

　ヨーガの“魂の生理学”は精神世界に興味をもつ

多くの人々によって、たびたび取り上げられてきま

した。体内に取り入れられた宇宙の根源エネルギー

である「クンダリーニ」は通常は尾てい骨に眠って

いますが、ヨーガの実習によって、そのエネルギー

を上昇させることができるようになると言います。

クンダリーニは下のチャクラ（エネルギー・セン

ター）から通過して頭頂にあるチャクラにまで至り

ます。各チャクラが順番にエネルギーに満たされ、

頭頂のチャクラと尾てい骨のチャクラのクンダリー

ニが結合されると、その人は覚醒状態に至り、意識

は限りなく広がり光明化すると言われています。こ

れがサマーディーという人間にとっての最高次元の

境地と言われています。チャクラの位置や数、性質

などには諸説があり、さまざまな解釈がなされてい

ますが、基本的にはここで述べたようなものである

と言ってよいでしょう。

　ヨーガでは微細身といって、スピリチュアリズム

でいう幽体に当たるものを認めています。またシル

バーバーチなどの高級霊も時に、松果体に関連した

チャクラや太陽神経叢について言及しています。た

だニュアンスはヨーガと違って、霊的エネルギーが

幽体から肉体に流れ込んで行く接点と説明していま

す。

　実は、ヨーガのいうクンダリーニ上昇とは、肉主

霊従（霊＜肉）の日常意識から、霊主肉従（霊＞肉）

の霊的意識へと意識レベルを引き上げることを意味

しているのです。徐々に高い霊的意識レベルへ上昇

して行くことを別の形で理論化したものなのです。

霊的エネルギーが充電されることによって、日常意

識が薄れ払拭され、すがすがしい霊的意識が心の中

心部を占めるようになりますが、こうした霊的意識

レベルの上昇を、古代インド人はチャクラとクンダ

リーニの上昇というかたちで説明したのです。現実

にはクンダリーニが上昇して覚醒するのではありま

せん。霊的エネルギーが満たされ、霊主肉従の状態

になって、それがさらに進んで霊的意識が大きくな

るのです。

　尾てい骨のチャクラにエネルギーが眠っている状

態とは、最も低い意識レベル、すなわち性欲という

きわめて肉欲的・本能的な世界に意識が集中してい

ることを言います。霊的意識からはるかに隔たった

低い意識状態にいることを意味します。性欲の本能

的嵐のとりこになっている時、深い瞑想をするのは

不可能です。清らかさと対極の位置にあるのが性欲

です。性欲は、清らかな霊的意識をあっという間に

吹き飛ばしてしまいます。性欲に支配されると、そ
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の人はまさに動物的本能に操られ、獣性を剥き出し

にするのです。

　性欲から最も遠く離れた霊的世界が、深い神体験・

霊的交わりをする時なのです。自分の霊的意識を高

めよう、心をもっと清らかにしようと必死に闘った

ことのある人ならば、このことが実感できるはずで

す。ヨーガのクンダリーニの思想は、霊的意識

レベルを引き上げることを意味しています。すなわ

ち日常的な本能性・物質性を振り払って、霊的意識

を取り戻して行くことを説いているのです。

　ヨーガにおける最高次元の世界、ニルバーナの世

界とは、深い祈りの中で訪れる至福体験のことを指

しています。またヨーガでは、準備ができていない

うちに無理やりクンダリーニを覚醒させると危険が

生じると言いますが、その意味は、霊媒体質者が低

級霊に憑依され、異常な状態になることを指してい

ます。あるいは麻薬や催眠術によって低次元の霊的

中枢が刺激され開かれて、低級霊とコンタクトしや

すくなり、気が狂うようなことを意味しています。

自分に合った瞑想法を見つけましょう

　瞑想・祈りとは、神と背後の霊達とのストレート

な交わりであり、重要な霊的実践です。瞑想は最近

の精神世界探求のブームにともない、日常性を克服

する手段として注目されるようになってきました。

そうした動きの中で多くの瞑想法が紹介されてい

ます。ヨーガの瞑想法、ＴＭ瞑想（タントラヨガ）、

ダイナミック瞑想法、イメージ瞑想法、座禅、ビジョ

ンクエスト、気功、古神道の鎮魂法などの瞑想法が

知られるようになりました。

　こうしたさまざまな瞑想法の中で、どれが一番よ

いのかと迷った方もいらっしゃるのではないでしょ

うか。結論を言えば、自分に合ったものなら、どん

な瞑想法でもかまわないということです。何よりも

自分に合った瞑想法を見つけることです。自分の心

を最も効果的に高めてくれる瞑想法を探して、自分

のものにしておくことです。

　欧米人と東洋人では、これまで培ってきた精神的

土壌、気質、体質、霊的性向が異なっています。そ

のため東洋人に向く瞑想法と西洋人に向く瞑想法は

違ってしかるべきです。ニューエイジや人間改造セ

ミナーなどで行われる瞑想法やセラピーが、必ずし

も日本人に効果的であるとも思われません。ダイナ

ミックな瞑想法や激しいパフォーマンスのともなう

方法などは、西洋人向けの瞑想法のように思われま

す。もちろん自分にはこれが合っていると言う人に

は、それもよいことは言うまでもありません。要は

現実的に、自分の霊的意識レベルが引き上げられる

かどうかということです。日常意識を離れ、その後

静寂な世界で、神と霊的世界という聖域に入って行

けるなら、どのような方法でもよいということです。

　ただこの後でも述べますが、祭りやハードロック

のような激しいリズムやパフォーマンスをともなう

瞑想法は、人によっては異常な神経興奮を生じさせ、

トランス状態を引き起こし、低級霊の憑依という大

きな問題を生み出すことになりがちです。

　よくチャクラに対する理解が瞑想をする際には必

要であるかのごとく言う人もいますが、チャクラの

知識がなければ、瞑想の効果が劣るというようなこ

とはありません。そうした知識よりも、自分の霊的

状態に対する感性の方がずっと大切です。「霊的感

性」によって、瞑想の効果を測ることができるから

です。今、自分の意識レベルがどんなところにある

のか、日常意識を抜け出したかどうか、高い霊的意

識レベルに至ったのかどうかを、自分の霊的直感と

いうセンサーで知ることができます。この霊的感性

（直感）をもつことは、それほど難しいことではあ

りません。自分の心を高めようと真剣な内面的な闘

いをしてきた人ならば、結果的に身に付くものなの

です。より純粋な世界、高い心境世界を目指しての

努力の結果として、清らかさに対する感性は自動的

に養われるものです。今、自分の霊的意識レベルが

どのようであるのか、自分の心が清い状態か醜い状

態なのかを、的確に知ることこそが大切なのです。
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瞑想・祈りにともなう心霊体験・心霊現象

　瞑想・祈りの実践には気をつけなければならない

ことがあります。まず瞑想は霊的世界との接近を図

ることであり、当然霊界のスピリットとも通じやす

くなります。すでに霊界通信を通じて、私達の周り

では、未熟な霊や低級霊が常に付け入るスキを狙っ

ていることを知らされています。瞑想をする人の動

機や心の状態が、こうした低級霊を引き付けること

になります。瞑想会は私達にとって心を高める時で

あると同時に、悪霊にとっては地上人に働きかける

絶好のチャンスなのです。

　自分の心を高めたい、高い霊的世界と触れ、エネ

ルギーをもらいたいという純粋な動機からの瞑想な

らば、何の問題もありません。瞑想中、背後霊や多

くの高級霊が守り、力を与えてくれるでしょう。と

ころが利己的な動機（物質的なものへの要求や、前

世を知りたいとか霊力をつけたいなどの願望）を

もって瞑想に入れば、悪霊にとっては餌食が向こう

からわざわざやって来るようなものです。さらにそ

れが霊的体質者であれば、まさに願ってもないチャ

ンスが転がり込んで来るということになります。

　チャンティングやダイナミック瞑想中の神経の異

常興奮・泣き叫びなどは、低級霊の憑依の始まりで

あることが多いのです。霊媒体質（霊的体質）は生

まれつきのもので、カルマによって決められていま

す。霊媒体質者は、内面コントロールと正しい訓練

によって将来人助けをすることのできる霊能力者に

なる素質をもった人と言えます。

　しかし現実には、低級霊の餌食になってしまう人

が圧倒的に多いのです。霊的真理を武器にできない

霊能者は、安定した心霊をもち得ません。霊能者の

精神安定・コントロールのためには、真理による知

性的な世界確立がどうしても必要なのです。知性的

にしっかりしていない霊媒体質者は低級霊に翻弄さ

れやすくなります。霊的真理を武器として自己コン

トロールできる霊能者には、低級霊は働きかける糸

口をもつことはできません。その意味で、霊媒体質

者は特に霊的真理をじっくり読むことが必要です。

　そうした人達は、瞑想はむしろ避ける方がよいの

です。真理を読んで自分をコントロールすることを、

何よりも身につけるべきです。しかし、こういう人

に限って本を読むのは苦手であり、現象だけに異常

に興味をもつことが多いのです。私達の背後で暗躍

する低級霊に対する正しい知識がなければ、好き勝

手に翻弄されることになってしまいます。

　自分が参加している瞑想会に異常な神経興奮や落

ち着きがなくなるような雰囲気がある場合は、そこ

は避けるべきです。瞑想会の参加者の中に、こうし

た低級霊の憑依をコントロールできる人がいない限

りやめるべきです。参加者がどれだけ新しい自分を

発見したと感激したり、霊的視野が開かれたと興奮

するようなことがあっても、全体に落ち着いた冷静

な雰囲気が支配的でない瞑想会は、後によくないこ

とが必ず生じるようになるでしょう。

　低級霊の餌食にならないようにすること、これが

瞑想に当たっての一つ目の注意点です。

　瞑想・祈りが進んでくると、人によっては、さ

まざまな超常現象を体験するようになります。サイ

キック能力が発現したり心霊現象（霊的現象）が起

こるのは、ごく自然の成り行きなのです。金粉が降っ

てきたり、スクリーンが見えてきたり、幽体離脱が

起こったり、いろいろな現象が生じるようになりま

す。自然に心霊治療能力がつくこともありますし、

他人のオーラが見えたり、霊聴や霊視ができるよう

になることもあります。

　しかし、それらに心をとらわれ過ぎてはなりませ

ん。ごく当たり前の現象としてやり過ごすことが必

要です。サイキック能力が得られたことが、魂の成

長の証ではありません。

　確かにこれまで体験のないことが自分の身に生じ

れば、最初は驚き嬉しいかもしれませんが、霊的真

理に照らして正しい位置づけをすべきです。サイ

キック能力や心霊的感覚は刺激があります。しかし、

それにとらわれることは間違いです。サイキック現

象と魂の成長に関しての無知から引き起こされたの

がオウム事件だったのです。霊現象は初めて出くわ

した人にとっては刺激が強いため、惑わされ道を狂
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わされることになりがちです。しかし霊的真理を

知った私達は、そうした現象を当然のものとしてや

り過ごさなければなりません。

　深い祈りの最中に味わう、自分が宇宙と一つとな

るような至福体験についてはすでに述べましたが、

それはまさに地上における最高レベルの霊的体験・

神体験ということができます。しかしそうした体験

をしたことが直ちに、その人の魂が地上人生の頂上

を極めたということではありません。地上生活の意

義は、肉体の重さを背負い、それを克服しながら歩

んで行くことにあります。そうした歩みを通して少

しずつ魂は成長して行くのです。あまりにも強烈な

霊的体験をしたことによってそれが忘れられず、瞑

想や祈りだけの生活をしようとすることは、地上に

あっては邪道です。肉体の重さを携え、地上ならで

はの苦しい体験を乗り越えてこそ、魂が成長して行

くのです。霊的体験・霊的現象と魂の成長は関係が

ありません。

　瞑想・祈りにともなう霊的現象にとらわれないこ

と、これが二つ目の注意点です。

　次に心すべきことは、決してよこしまな動機から

瞑想をしないということです。自分の前世を知りた

い、背後霊を知りたいなどという欲求が、正しい結

果をもたらすことはありません。退行催眠について

は次号で取り上げたいと思いますが、シルバーバー

チも言うように、これによって前世を知ることはで

きません。そもそも自分の前世を知りたいという願

望は、単なるエゴ以外の何物でもありません。エゴ

と霊的知識に対する無知から生じていることなので

す。それがますます悪霊の付け入るスキをつくり上

げているのです。

　また早く自分を変えたいという思いは純粋かも知

れませんが、その思いが強くなり過ぎると大きな問

題を引き起こすことになります。人間改造セミナー

での興奮や洗脳、またセミナーやセラピー通いといっ

たことが、いかに霊的成長から懸け離れたものであ

るかは、いまさら言うまでもありません。一気に自

分が変わることを期待するのは虫のいい話です。　

自分の成長は、日々の地道な努力を通じてしか達成

されないものなのです。

　自分の霊的意識レベルを上げる、心を高めるとい

う以外の動機で瞑想・祈りをしてはなりません。こ

れが三つ目の注意点です。

神との愛を最優先する道“祈り”

　地上の人間関係に絶望し、孤独感を抱くようにな

るのは当然のことです。それは不幸ではなく、霊的

に見れば必然的に生じることなのです。人間は「縦

の愛（神と霊界の人々）」と「横の愛（人間関係）」

の中で生きて行くようになっています。イエスはそ

れを、「神を愛する、隣人を愛する」という言葉で

表しています。

　その際、縦の愛が先にあってその後に横の愛は成

立する、というのが霊的摂理なのです。神への愛が

先にあって、正しく人を愛せるようになるというこ

とです。神との正しい関係があってこそ、はじめて

人間関係の中に利他性をもつことができるようにな

ります。神のいない人間だけの関係の中に、正しい

愛（利他愛）は存在しないのです。「神への愛を優

先する」「縦の愛を優先する」ことが重要なのです。

人間だけの関係は、霊的摂理に合っていません。夫

（妻）や家族よりも、友人や身近な人達の誰よりも、

神と背後霊との関係を重要視することが「縦の愛を

優先する」ということになります。

　背後霊との関係を通じて“神の愛”が私達に注が

れます。この愛によって私達の心は満たされるよう

になっています。人間だけの愛を求める中では、飽

きや不満足感が生じるようになるのです。地上の大

半の人々は、神から離れた人間だけの愛を手に入れ

ようとします。人間だけの愛の中に永遠性をもたせ

ようとします。しかし、それは無理なことなのです。

スピリチュアリズムと出会った方々であっても、い

まだ人間だけの愛を重要視しているということはな

いでしょうか。配偶者や家族や友人など誰も信じら

れず、頼れなくなることは、ある意味ではよいこと

です。夫婦であっても所詮は別人なのだと思い知ら

され、孤独を味わうのもよいことです。
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1

スピリチュアリズム実践の真髄“道具意識”
神の道具となることほど偉大な仕事はありません

　人間関係に絶望することは、神と霊界だけを信頼

する道を歩み出すきっかけになります。地上の人間

よりも神と霊界を信じ、これに頼る人生を出発する

チャンスとなります。縦の愛を横の愛よりも優先す

る“霊的自立・新生の時”を迎えたということなの

です。人間関係の孤独を通じ、神との真実な関係を

築く時に至ったということなのです。地上の人間関

係がどれほどよいように思えても、当事者同士に神

と霊界を優先する姿勢がない限り、いつかは人間関

係の中で孤独という心の痛みを味わうことになりま

す。

　祈りとはまさに、地上のいかなる親しい人間より

も、神と霊界に信頼を寄せることであり、地上のど

んな人間関係よりも、神と霊界との愛の関係を求め

ることです。たった一人になって、もっとも深い愛

で結ばれた神と霊界の人々の前に出て行くことなの

です。縦の愛だけの世界に入って、“神の子”とい

う人間存在の本質に浸りきる、崇高な時間なのです。

誠心誠意、魂の底からの祈り、神の御心と一

体となり、神の道具として有意義な存在であ

りたいと願う心は、その波動そのものが、そ

の人を神の僕としてより相応しく、そしてよ

り逞しくします。祈るということ、真実の自

分を顕現すること、心を開くこと、これが背

後霊との一体化を促進するのです。

　　　　　　　　　　　　（シルバーバーチ 12・124）

祈る資格

　最後に、「祈る資格」について述べることにします。

祈りとは純粋な信仰実践の一つであり、親である神

の前に心を解き放ち、もっとも深い世界で触れ合う

時間です。そのため祈るについては、最高の誠意が

私達に要求されます。神の前に恥ずかしくない誠意

があってこそ、神の前に出て行く資格があるという

ことになります。

　では、私達のもつべき最高の誠意とは何でしょう

か。それは、常日頃から霊的真理にそった生活の努

力をしているということです。そして自分として可

能なかぎり精一杯、努力しているということです。

そうした純粋で真摯な歩みをしている時のみ、祈る

資格があるということです。そうした姿勢の中には、

すでに神との深い触れ合いがあり、その上で、自分

の力の及ばないことについて、ストレートに導き・

援助を願い求めることができるのです。

　醜い自分の心との闘いをした時のみ、「もっと自

分を清らかにしてください」と祈ることができます。

苦しみに正面から立ち向かって乗り越える努力をし

た時のみ、「力を与えてください」と助けを求める

ことができます。伝道や他の人々のために、自分の

できる最善を尽くした後に、「力を貸してください」

と導き・援助を求めることができます。このように、

日頃から霊的真理にそう真摯な努力をしている時の

み、「祈る資格」が与えられるということです。

　そうした努力があって初めて、寂しい時に、「慰

めてください」と祈ることができるのです。最高の

愛で結ばれた神の前に“素直な子ども”として立つ

ことができるのです。

あなた方を悩ます全ての問題と困難に対し

て、正直に、正々堂々と、真正面から取り組

んだとき̶解決のためにありたけの能力を

駆使して、しかもなお力が及ばないと悟った

とき、その時こそ、何らかの力、自分より大

きな力をもつ存在に対して、問題解決のため

の光を求めて祈る資格ができたと言えましょ

う。　　　　　　　　　　　　　（不滅の真理・152)
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1

スピリチュアリズム実践の真髄“道具意識”
神の道具となることほど偉大な仕事はありません

霊訓に見る高級霊の謙虚さ

　高級霊の霊訓に触れるたびに、その謙虚な姿勢に

強く心を打たれます。高級霊の人格は謙虚さの中に

そのまま表れています。霊的な高さを示すものは、

愛の深さと同時に謙虚さであり、魂の成長と謙虚さ

は比例します。霊界の人々の謙虚さを前にする時、

私達地上人は本当に傲慢なのだと実感させられま

す。地上人が傲慢でいられるのは、霊界の事実を知

らないためであったり、あるいは知っていても、そ

れを実感できないからでしょう。

　物質文明が支配的な地上世界では、自然と物質的

な力がものを言うようになります。利己主義の傾向

が強くなり、他人との競争に勝つことが人生の目的

となります。そうした競争社会では、自己主張とそ

れを貫く手段（経済的力・政治的力・武力軍事的力）

が重要性をもつようになります。アメリカを筆頭と

する地球上の先進諸国は、こうした物質的な競争社

会に巻き込まれています。そこでは謙譲・謙虚さと

いうものは何の力にもなりません。思いやりという

愛も無意味なもの、無駄なものになっています。

　日本人は従来、謙譲・謙虚さを美徳と考えてきま

したが、欧米的な思想の影響によって、今では、そ

れは古い道徳観念であると位置付けされようとして

います。日本人も欧米人のように、はっきりと自分

の意見を言って、自己主張しなければならないと考

える人が増えてきました。ここではその問題につい

て深入りすることは避けたいと思いますが、一言だ

け述べさせていただくならば、そうした傾向は霊的

に見てけっして高いものではないということです。

　確かに多民族移民国家においては、スムーズなコ

ミュニケーションを図るために自分の意見をはっき

りと口に出して言うことが必要です。しかし、それ

はどこまでも処世的な必要性であって、霊的生き方

としてよいということではないのです。言葉を介さ

ずとも、人間は直感的に相手の心や感情をコミュニ

ケートすることができるのです。何が何でも言葉に

出して説明しなければ理解し合えないということ

は、霊性の鈍さを示すものではないでしょうか。よ

り深い心の交わりには、言葉はむしろ反対の作用を

するのではないかと思います。言葉を中心とする交

わりは、概して表面的・皮相的であると思われます。

欧米的な自己主張を前面に出す世界は、霊的には子

供のような幼いレベルの世界と言うべきです。欧米

人の個人主義は、その前提として神への絶対信仰が

有る限り、よさが発揮されることになります。しか

し現在のように、肝心なキリスト教への信仰が失わ

れた中にあっては、単なるエゴイズムに堕ちてし

まっています。

　本当に価値があるのは、個人の主張より、相手へ

の思いやりと自己を後回しにしての全体への協力・

奉仕なのです。自己滅私・自己犠牲という言葉は現

代人にとって最も厭うべき言葉ですが、そうした自

分より他者を優先する在り方こそ、霊的真理にそっ

た歩みなのです。残念ながら日本は欧米的思想の洗

脳によって、本来的にもっていた霊的な美徳を失お

うとしています。霊的真理は、現在のようなエゴ的

個人主義を善しとせず、旧来の日本の謙譲の精神を

善しとしています。聖書の思想も同様です。高級霊

の教えを、私達日本人は初めから何の抵抗もなく受

け入れることができます。違和感を感じることがあ

りません。それは日本人の身に付いている謙虚さと

自己滅私的性向が、霊的真理に近いためなのです。
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　高級霊の人格のすばらしさは謙虚さに表れていま

す。彼らはけっして自分の手柄を披露したり、自分

の能力を自慢するようなことはしません。自分は、

神とより高い世界の僕であり、それに仕える道具で

ありマウスピースであると断言しています。ここに

彼らの純粋で飾り気のない謙虚さの根拠がありま

す。彼らは、ただ地上人の救いのために働けるだけ

で十分であると言います。そこには、地上で流行し

ている個人主義や自己主張のひとかけらも存在しま

せん。

　私達は幸いなことに霊的真理と出会い、霊的人生

を歩むことができるという最高の恩恵にあずかって

います。神とすべての高級霊の意図と願いをはっき

りと知っています。さらに地球の背後で現実的に進

められている、人類史上最大のプロジェクトについ

ても知ることができました。私達はすでに、最高の

真理と最高の貢献をなし得る立場を与えられてお

り、霊的世界における最も強力で純粋な軍団の仲間

入りをしたのです。

　ゆえに当然のこととして、それに見合った人格的

努力と実際の貢献が期待されています。肉体をもっ

ているため高級霊のようにはできなくとも、それを

具体的な見本として近づく努力が必要です。その際

何よりも見習うべきは、高級霊の道具意識であり、

謙虚さなのです。

　霊的真理の実践を通じて、私達は地上で魂を成長

させることができるようになります。その具体的な

内容は、これまでのニューズレターで述べてきまし

たように、霊主肉従のための努力、苦しみの克服、

利他愛の実践であり、今回のニューズレターで取り

上げました瞑想・祈りです。これらの四つの実践項

目は大きく、「自己の魂の成長」と「霊的真理の普及」

という二つにまとめることができます。

　ところがこれらは、「道具意識に徹すること」に

よって全て成し遂げられるのです。すなわちスピリ

チュアリズムの実践努力は、純粋な霊界の道具を目

指す中に集約されるのです。

　では高級霊のよき道具になるためには、どのよう

な考え方をすればよいのでしょうか。次にそれにつ

いて見て行くことにしましょう。

　自分を、「神と高級霊の道具としようとする」こ

とが道具意識です。道具である以上、自分という存

在も、自分で自由に決められるものではなくなりま

す。自分の人生も、自分の将来も、日々の歩みも、

自分から決めるものではなくなります。すべてを高

級霊の導きに委ね、預けて、自分であれこれ言わず、

「自分のすべてをあなたに捧げますから、どうかよ

きようにお使いください。どんな道が示されてもそ

れに従いますから、どうぞ命令をしてください」

ということになります。さらには、「この世の利益も、

名声も、評価も何も求めません。自分は道具として、

ただ与えることだけに徹します。高級霊と同じよう

に働けるだけで、役に立てるだけでうれしいのです。

それだけで十分なのです。」ということになります。

　こうした思いは、自分を最も霊的に高いところに

立たしめようとするものです。霊優位の生き方をス

トレートに目指すものと言えます。またこの道具意

識は、この世の苦しみに対する最善の克服法になっ

ています。そしてそこには、最高次元の利他愛の実

践への願いが込められています。さらに最も高次元

の祈りがその中に含まれています。このようにスピ

リチュアリズムの実践のすべてが、「道具意識」と

いう一点に集約されているのです。

わたしの世界には大霊の使者の大軍が控え、

いつでも地上世界のために手助けをする用意

を整え、あなたのような“道具”が“私はい

つでも用意ができております。どうぞお使い

ください”と言ってくださるのをお待ちして

いる事実を、この目で見て知っているのです。

　　

　　　　　　　　　（霊性進化の道しるべ・64）
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自分なりの心配、気負いは不要

　道具意識に徹すれば、暗い考え方をする必要がな

くなります。自分の心を暗く狭いところに閉じ込め、

自分で自分をいじめることがなくなります。大らか

に生きられるようになります。もちろん自分を厳し

く反省する時間をもつことは必要ですが、自分の反

省とは、道具としての自分の内容をチェックするこ

とです。今日一日の心のもち方が、道具として正し

かったかどうかを振り返ればよいのです。自分の心

の複雑な分析など不必要です。

　自分なりの判断、取り越し苦労、気負いがなかっ

たか、自分の力に過剰に頼ったところがなかったか、

傲慢でなかったか、高級霊にしっかり委ね信頼して

任せていたか、他人からの見返りや評価を期待して

いなかったか、相手に与えるだけで満足しようとし

ていたか̶このように道具としての自分の内面を

省みるだけで、全てよしとなるのです。

　私達は高級霊という最高の存在の道具である以

上、自分のことについて何も心配する必要はありま

せん。最高の力をもった存在にしっかりつながって

いるのです。将来にたいして自分なりの心配をする

必要など何一つありません。私達の未来には、間違

いなくベストの道が開かれて行くでしょう。その中

で自分としての全力を尽くせばよいのです。行くべ

き方向を自分であれこれ探し求め、エネルギーを浪

費する必要はありません。導きに委ね、ただ自分の

人生を道具として捧げることだけを考えればよいの

です。

　今後の人生をすべて高級霊に任せることにしま

しょう。高級霊の準備してくれた道の中で全力を尽

くすことにしましょう。霊界の道具として働けるな

ら、それ以上望むものは何もないはずです。

　また私達は、他人の事について責任を感じたり、

悩んだりする必要はありません。人間は自分のこと

だけに責任をもつというのが宇宙の法則なのです。

他人のことにまで責任を負うように定められてはお

りません。魂の成長については、その人が自分自身

で責任を取らなければなりません。たとえ自分の子

供であっても、魂の成長のすべてに責任をもつこと

はできないのです。今、自分が高級霊の道具として

働いているなら、他人の反応、他人の不道徳に心を

痛める必要はありません。私達のなすべきことは、

道具としてただ与えることだけです。それで全てな

のです。それ以上のものは、高級霊から要求されて

いません。

案ずることはありません。あなた方は自分な

りの最善を尽くせばよいのです。もうこれ以

上はできないというところまで努力したら、

それ以上はムキにならず、あとは私達に任せ

る気持におなりなさい。人間は自分にできる

かぎりの努力をしていればよいのです。それ

以上のことは要求しません。

　　　　　　　　　　　　　（シルバーバーチ 9・160）
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　先回のニューズレターでは伝道の実践について取

り上げましたが、伝道についても自分の能力のなさ

を悩む必要はありません。なぜなら伝道の主役は霊

界だからです。自分の力で一人でも多くの人に真理

を分からせよう、などと考える必要はありません。

「自分を最大限に用いてください」と祈る純粋さと

一途さが、何より大切なのです。伝道はその大半が

霊界によって進められて行きます。その結果、時期

のきた人から霊的真理に出会うことになります。

　道具としての純粋さがあるところに、高級霊は大

挙して働きかけます。その人を中心として救いの道

を展開するようになります。霊界の人達こそ、私達

を最大限に使いたいと思っているのです。高級霊の

援助を得られるようになるなら、自分一人の能力に

頼った伝道の、何十倍・何百倍もの結果が出るよう

になるのです。自分の力を過信し、ガムシャラに突

き進むなら、この世のセールスマンや宗教家の伝道

と同じです。私達は高級霊を信頼し、委ね、可能な

かぎり精一杯やるだけでよいのです。実績をあげよ

うと思うより、自分をもっともっと純粋な道具とす

ることが大切なのです。

　自分の心に「純粋な道具意識を確立する」ことが、

結果的に自分の心を高めることになり、同時に最高

の貢献をすることになります。「自己の魂の成長・

救いと、人々への救済が一致し同時進行して行く」

のです。自分の成長と貢献が最高次元で一致し得る

のは、委ねる相手が高級霊であるスピリチュアリズ

ムだからこそなのです。

スピリチュアリズムならではの、

唯一最高の恩恵

　神にすべてを委ねるという信仰は、スピリチュア

リズム以外の他の宗教にも見られます。その代表が

キリスト教です。自分という存在も生命もすべてを

神とイエスに捧げ、自らの人生を神の思し召しに委

ねようとします。キリスト教の歴史には、それが殉

教という形で結実しています。しかし、そうしたク

リスチャンの信仰がどれだけ純粋であっても、霊

的事実という観点から見ると明らかに間違っていま

す。キリスト教の絶対帰依の信仰は、間違った教え・

事実でない教えの上に立った錯覚的行為にすぎ

ないのです。彼らの考えるような神もイエスも、現

実には存在しません。勝手に自分達でつくり上げた

架空の神とイエスに、人生を捧げてきたのです。

  クリスチャンばかりでなく、現在もそれと同様の

宗教が多くあります。特に新宗教・新新宗教のカリ

スマ教祖をいだく教団などです。こうした教団では、

教祖が地上の神となり、絶対的な信仰の対象となっ

ています。そうした偽善は霊界において、すべて白

日のもとに明らかにされることになりますが、地上

では無知に付け込んだ狂信がまかり通ってしまうの

です。信者の純粋な献身はその対象が本物でないた

め、結局、滑稽なものになってしまうのです。まさ

に哀れとしか言いようがありませんが、純粋な気持

につけこむ教祖の不正は、その動機を照らした時、

大きな罪を犯していることになります。霊界におい

ては、それ相当の厳しい償いをしなければならなく

なるでしょう。
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　こうした多くの宗教の実態を見るたびに、スピリ

チュアリズムが基盤とするものが本物であってよ

かったとつくづく思います。何万とある宗教の中で、

唯一スピリチュアリズムのみが、自らを道具として、

自分のすべて、人生のすべてを捧げても間違いを犯

すことにならないのです。それは、私達が委ね捧げ

る高級霊による巨大組織が、正真正銘の本物である

からです。これがスピリチュアリズムが他の宗教と

全く違う点なのです。本物に絶対帰依し人生を託す

ことができるのは、事実スピリチュアリズム以外に

はないのです。スピリチュアリズムだけが、道具意

識をもっても狂信とならずにすむのです。

  道具意識とは、自分の全てをより大きなものに結

合させ、より広くて高い価値的世界で自分を生かそ

うとする生き方です。それは地上的な見方、物質的

な見方からすれば、自己放棄の生き方のように映る

かもしれません。しかし、霊的世界の事実を何も知

らない人達が物質次元からの根拠のない批判を繰り

返しても、私達は取り合う必要はありません。霊界

に行けば何もかもはっきりすることです。そうした

相手に対しては、哀れに思ってあげればよいのです。

　スピリチュアリズムにおいては、委ね捧げる対象

が霊界にいる高級霊という現実の存在であるがゆえ

に、安心して身を投げ出すことができます。何の心

配もなく自己を積極的に預けることができます。こ

の世にあって、この世を超越した生き方が可能とな

るのです。私達がスピリチュアリズムと出会ったこ

とは最高の幸運でした。まさにスピリチュアリズム

ならではの特権的な幸運にあずかっているというこ

とです。

謙虚さに至る最短の道“道具意識”

　スピリチュアリズムの信仰の真髄は、これまで述

べてきたように道具意識にあります。道具意識をも

つことは謙虚になる最短の道です。自意識にまつわ

る醜さを根底から払拭するには、道具意識を深める

以外にありません。スピリチュアリズムが霊的実践

において、他のいかなる宗教やニュ－エイジに勝っ

ているのは、道具意識に徹し切れることにあります。

　とかく人間は、人に教える立場・人の上に立つと、

それは自分が他の人より優れているからだと考えま

す。たとえ霊的真理を知っていても、いつの間にか

傲慢になってしまうのが地上の人間の実態です。愛

を語り、謙虚であることの大切さを説く宗教家や文

筆家や思想家が、実は傲慢そのものであることが多

いのは、自分が偉いと思い込む落とし穴にはまって

いるということです。そうならないためには、道具

意識に徹することです。「自分は道具である、ただ

使ってもらう立場である」という意識をもつことに

よって、地上の人間として、最も純粋で深い謙虚さ

をもつことができるようになります。

　今、スピリチュアリストに何より要求されている

ものは、そして霊能者やヒーラーとして活動してい

る全ての人達に求められているものは、知性でも霊

能力でもなく、道具意識に立った本当の謙虚さなの

です。そしてこれこそが、他の宗教やニューエイジ

においてはもち得ない、スピリチュアリストの霊的

資質となるべきものなのです。

　自分の知識や能力を自慢したり、自分を立派だと

思っている人には、純粋な道具意識は存在しません。

自分の霊能力や治療実績を誇ったり、背後霊にこだ

わり自分には誰それが付いていると口にするような

霊能者やヒーラーは、霊界の道具とは言えません。

身を低くする謙虚な姿勢なくしては、高級霊の真の

道具とはなり得ないのです。

私達はあくまでも謙虚に献身してくれる道具

が欲しいのです。何度も申し上げていること

をここで改めて申し上げますが、献身こそ霊

の正貨です。大義のために献身することこそ

気高いのです。　　（シルバーバーチ 11・156）

　道具意識は、時には「私はマウスピースにすぎま

せん」（シルバーバーチ）という表現で語られるこ

ともあります。この言葉を思い出すたびに浮かぶの

が、俳優の丹波哲郎氏のことです。彼はよく、「自

分は霊界の宣伝マンである」と言っています。この

言葉を通して、彼がどのようなスピリチュアリスト
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一冊『霊訓』の本文に加筆訂正を施した復刻本です。格調高い重厚な翻訳によって、インペレーター
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であるのかが分かります。彼の言う「霊界の宣伝マ

ン」とは、まさにシルバーバーチの言う「高級霊の

マウスピース」のことであり、これまで述べてきた

「高級霊界の道具」と同じことなのです。そこに丹

波氏が、自分の人生を純粋に霊的真理普及のために

捧げている、本物のスピリチュアリストであること

が表れています。

　コナン・ドイルが、『シャーロック・ホームズ』

の作家であることより、スピリチュアリズムの普及

をライフワークと考えていたように、丹波氏もまた、

俳優業より、スピリチュアリズムの普及を使命とし

ていることがよく分かります。

　俳優という大衆を相手にする立場にあっては、彼

の受けた反発や非難は、私達とは比べものにならな

いくらい大きいはずです。しかし彼は一貫して霊界

の宣伝マンに徹し、高級霊の道具として大きな役割

を果たしてきました。彼のそうした態度の中に、ス

ピリチュアリズムの同志の姿、よきスピリチュアリ

ストの手本を見ることができます。うわべではない

本物の謙虚さ・純粋さを感じ取ることができます。

霊界の宣伝マンであると声高に宣言し、素直で明る

い霊界の道具に徹する丹波氏を、心から頼もしく思

います。

　彼は高級霊の道具として、最高に価値ある地上人

生を歩んできました。スピリチュアリズムが今まさ

に大きく日本に展開しようとするこの時期、霊界の

先兵としての役割を堂々と果たしてこられた丹波氏

の今後の戦いに、応援のエールを送りたいと思いま

す。

私自身はいつも謙虚な気持です。本当の意味

で謙虚なのです。というのは、私自身はただ

の道具にすぎない̶私をこの地上に派遣し

た神界のスピリット、すべてのエネルギーと

インスピレーションを授けてくれる高級霊の

道具にすぎないからです。

　　　　　　　　　　　　（シルバーバーチ 9・220)

わたしたちは大霊の使いにすぎません。です

から、賞讃も栄光も祈りも感謝も、わたし

たちが戴くわけにはまいりません。あなた

もわたしも、一つの大きな目的のための道

具であり、その目的をより容易に、より立派

に、そして人をより幸せにするために、お互

いの役割を果たそうと努力しているところ

であることを忘れないように致しましょう。               

　　

　　　　　　　　　　　　（最高の福音・122）
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　　　 スピリチュアリズム・ライブラリー
　　スピリチュアリズム・サークル「心の道場」では、スピリチュアリズム精選シリーズとして、

　下記の本を自費出版しています。

　◆スピリチュアリズム入門　（���頁）
  　　—スピリチュアリズムが明かす—「心霊現象のメカニズム＆すばらしい死後の世界」

　◆続スピリチュアリズム入門　（���頁）
　  　—高級霊訓が明かす—「霊的真理のエッセンス＆霊的成長の道」

　◆スピリチュアリズムの真髄「現象編」　（���頁）
　　『Ｔｈｅ　Ｍｅｄｉｕｍｓ’　Ｂｏｏｋ』　アラン・カルデック編著／近藤千雄  訳

　◆スピリチュアリズムの真髄「思想編」　（���頁）
　　『Ｔｈｅ　Ｓｐｉｒｉｔｓ’　Ｂｏｏｋ』　アラン・カルデック編著／近藤千雄  訳

　◆500に及ぶあの世からの現地報告　（���頁）
　　—エクトプラズムボックスを通じて明らかにされる死の直後の実生活—
　　『Ｌｉｆｅ　Ａｆｔｅｒ　Ｄｅａｔｈ』　ネヴィレ・ランダル著／小池  英  訳

　◆マイヤースの通信－永遠の大道（全訳）　（���頁）
　　『Ｔｈｅ　Ｒｏａｄ　ｔｏ　Ｉｍｍｏｒｔａｌｉｔｙ』　Ｇ・カミンズ著／近藤千雄  訳

　◆マイヤースの通信－個人的存在の彼方（全訳）
　　『Ｂｅｙｏｎｄ　Ｈｕｍａｎ　Ｐｅｒｓｏｎａｌｉｔｙ』　Ｇ・カミンズ著／近藤千雄  訳

　◆霊訓（完訳・上）『Ｔｈｅ　Ｓｐｉｒｉｔ　Ｔｅａｃｈｉｎｇｓ』
　　ステイントン・モーゼス著／近藤千雄  訳

　〈今後の出版予定〉

　◆シルバーバーチの霊訓（仮題）
　　『Ｔｅａｃｈｉｎｇｓ　ｏｆ　Ｓｉｌｖｅｒ　Ｂｉｒｃｈ』（全訳）　Ａ．Ｗ．オースティン編／近藤千雄  訳

　〈現在絶版となっている書籍の復刻予定〉

　◆シルバーバーチの霊訓『Ａ　Ｖｏｉｃｅ　ｉｎ　ｔｈｅ　Ｗｉｌｄｅｒｎｅｓｓ』
　　トニ—・オーツセン編／近藤千雄  訳

　◆シルバーバーチの霊訓『Ｔｈｅ　Ｓｅｅｄ　ｏｆ　Ｔｒｕｔｈ』
　　トニー・オーツセン編／近藤千雄  訳

　◆シルバーバーチの霊訓『Ｔｈｅ　Ｓｐｉｒｉｔ　Ｓｐｅａｋｓ』
　　トニー・オーツセン編／近藤千雄  訳

　◆霊訓（完訳・下）　『Ｔｈｅ　Ｓｐｉｒｉｔ　Ｔｅａｃｈｉｎｇｓ』
　　ステイントン・モーゼス著／近藤千雄  訳

　◆ジャック・ウェバーの霊現象　『Ｔｈｅ　Ｍｅｄｉｕｍｓｈｉｐ　ｏｆ　Ｊａｃｋ　Ｗｅｂｂｅｒ』
　　ハリー・エドワーズ著／近藤千雄  訳

　◆妖精物語　『Ｔｈｅ　Ｌｏｍｉｎｇ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｆａｉｒｉｅｓ』
　　Ａ・コナン・ドイル著／近藤千雄  訳
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1

“スピリチュアリズム・ニューズレター”について

　ニューズレターも今回で４号を発刊する運びとなり、これまで全国各

地の多くの方々から、感想や感謝のお便りをいただきました。少しでも

お役に立っていることを知らせていただき、ありがとうございました。

皆様のお便りに励まされ、貢献のチャンスが与えられましたことを感謝

する日々です。

　ご意見をお寄せくださった方の中には、ニューズレターを読んで心が

痛んだと率直なお気持を書いてくださった方もいらっしゃいました。し

かしそれもよいことではないでしょうか。霊的人生の再出発・霊的飛躍

のきっかけが与えられたということだと思います。

　ご縁のできた皆様方とともに、高級霊の道具として貢献の道を歩んで

行きたいと決意を新たにしております。お互いに力を尽くしてまいりま

しょう。新しい年が皆様にとりまして、霊的に実り多いものとなります

よう、心からお祈りいたします。?
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